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本日は、お忙しいところ、当社の電話会議説明会に

ご参加下さいまして、ありがとうございます。

ただ今から、2015年3月期 第1四半期決算および見通し

につきまして、弊社ホームページで開示しております

プレゼンテーション資料に沿って、簡単にご説明させていただきます。
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資料の3ページをご覧下さい。

2015年3月期 第1四半期は、増収・増益の決算となりました。

売上高は、ガス販売量は減少したものの、LNG価格の上昇に伴い、

ガス販売価格が上昇したこと等から、前年と比べて6.6％増収の3,621億円となりました。

経常利益は、時期ずれ差損が解消して差益に転じ、

ガス粗利益が増加したこと等により、前年と比べて39.8%増益の423億円となりました。

四半期純利益は、投資有価証券売却益を計上したこと等により、

前年と比べて75.1%増益の368億円となりました。

ガス販売量について、家庭用は、春先の気水温が前年より高めに推移したこと等から、

前年を2.8％下回る5億3,000万m3となりました。

商・公・医療用は、お客さま先での省エネルギーが進んだことや

検針日数が短かったこと等により、前年を3.7％下回る2億9,900万m3となりました。

工業用は、一部のIPPの契約満了に伴い、ガス販売量のカウント方法を

変更した影響等により、前年を1.2％下回る10億1,700万m3となりました。

新規事業拡大投資については、既に意思決定しておりますアップストリーム案件を

中心として、第1四半期に201億円を実行しています。

また一方で、資産の効率化も適切に進めており、スペインのアモレビエータ発電所、

大阪府都市開発株式会社の全保有株式を売却しました。
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資料の4ページに、ただ今ご説明しました ガス販売実績をまとめて

おりますので、ご確認下さい。

大阪ガス個別のガス販売量は、前年を1.8％下回る 19億5,500万m3

となりました。
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資料の5ページに、決算数値をお示ししていますので、ご確認下さい。

下の表にありますように、ガス事業の時期ずれ差損益につきまして、

前年の121億円の差損が解消し、24億円の差益に転じています。

この結果、ガス粗利益が前年と比べて増加した影響が大きく、

営業利益は、前年と比べて112億円増加の393億円、

経常利益は、前年と比べて120億円増加の423億円となりました。
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資産・負債項目や、主な財務指標の実績は、資料6ページの通りです。

設備投資については、LNG船や基幹導管投資が

前年に比べて減少し、前年を28億円下回る268億円となりました。
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続いて、2015年3月期の見通しについて、ご説明します。

第1四半期決算において投資有価証券売却益124億円を

特別利益に計上したことを踏まえ、連結および個別の業績見通しを

修正いたします。

具体的には、第2四半期の四半期純利益、通期の当期純利益を

4月に発表しました見通しからそれぞれ85億円上方修正いたします。

なお、売上高、営業利益、経常利益につきましては、

変更はありません。

8ページ以降には、第1四半期決算のセグメント別情報や、

通期見通しの詳細等についてのご参考資料を付けておりますので、

後ほどご覧下さい。

以上で、2015年3月期第1四半期決算および見通しについての

ご説明を終わらせていただきます。
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